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2 学問 ･研究に目覚める 291
3 教官の人柄がよい 78
4 学生の参画意識が満たされる 110
5 よく準備 ･工夫されている 143
?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ??
? ? ?
















































1回生 2回生 3回生以上 *<0.05
218 117 37 **<0.01
(70.6) (67.2) (57.8)
1.1自分の興味や知的欲求に合う 84 57 22
(27.2) (32.8) (34.4)






















9.1 人間 ･人間関係における不満 29 21
(12.3) (15.0)



















注 1から5まで 1回生 309人､2回生 174人､3回生以上 64人
























































9.1 人間･人間関係における不満 23 35
(19.5) (ll.4)
9.2 講義等における不満 34 119
(28.8) (38.8)
注 1から5まで 男性 150人､女性 392人





























































































表 6 男女別生き方意識/ ｢はい｣の回答率 (%)

























仕事 .使命が必ず 50.0 43.213.いつ
も何か-のチャレンジを 67.6 74.46.機会 .条件に恵まれ私は幸せ 800 881
14.成功よりとの時々の頑張りを 54.7
58.19.その場の努力が大きな成果に 64.4 75221 周囲の人の支えでこの生活が






















意味感 ･無力感｣と ｢7.人間は誰も利己的な存在｣､｢15.誰も結局は金と快楽と名誉だ｣といった ｢シニシズム｣
的な意識が結びついている｡ このほかに ｢尊敬できる人がいる｣と括られる ｢23.生き方の手本となる人がいる｣


























項 目 Ⅰシニシズム的感覚 Ⅱ自己向上意欲 Ⅲ自己実現的姿勢 Ⅳモデル的人物志向 V自己中心的無目的 Ⅵおま
かせ h22.自分を自己本位と思うことも .06509 .06322 -.10560 .19006 .88009
.02818 .830864.大きな可能性を実現させたい -.21960 .63822 .13201 .07239 一.
03234 -.06813 .483915.結局死ぬのだから努力は無駄 .34275 -.21201 .14209 -.
27468 .54260 -.04701 .554687.人間は誰も利己的な存在 .58970 .01568 一.
30792 .08561 .27414 -.15202 .548408.大きなチャンスが待っている .09981 .3
1073 .48191 .18958 -.40722 -.06379 .54458ll.人間として生まれたことに感謝 一.
04882 .17467 .77278 -.02586 .06395 .12503 .6504713.いつも何かへのチャレ
ンジを -.19987 .06266 .72823 .20856 -.07751 -.06071 .6273815.誰も結局は金と快楽と名誉だ 83246 0019 -00055 06603 1066 0245 70
89519.自分の業績といえるものを .04736 .81416 .09289 -.04032 .01807 -.09
026 .6838321.周囲の人の支えでこの生活が -.01771 .67032 .08645 .16822 ∴07
545 .15160 .5140823.生き方の手本となる人がいる .00842 .10334 .03009 .81883
.03926 -.00984 .6837725.自分の存在は無目的で無意味 .66239 一.22577 -.0877
5 -.11573 .24414 .21132 .6150926.大きな力にお任せして生きる -.15153 .0068
3 .13670 .10310 一.11577 .77375 .6644126.自分という幻影に拘泥せず .1971
6 -.01928 -.07996 -.02633 .13049 .79729 .6990328.優れた尊敬すべき人を持つ .02072 5555 16217 78164 -00664 079
27 .64710固 有 値 3.01021 1.76022 1.40173● 1.18094 1.
07375 1.02970 9.45655( % ) (20.1%) (ll.7%) (9.3%)









Ⅲ無目的 Ⅲまわりに生 Ⅳモデル的 Ⅴシニシズム
h2無意味感 かされる自分 人物
志向 的感覚.08449 .21510 .34645 -.0
4210 .49214-.06563 .07205 .0517
8 .03251 .58116.60231 -.29970 .
06156 -.05706 .49480.11719 -.061
80 -.11221 .73334 .56858-.00495
.10702 .03185 -.04155 .48484-.37563 4373 -0496 6314 3385
9-.28314 .46208 .28841 .07695 .
40292-.20621 .02437 -.02890 .0
0982 .32022.02945 .00626 .04612
.84827 .72274.02800 .62564 .142
14 -.10254 .43976-.03458 .47171
-.15329 -.08052 .34134.55077
.11311 -.14891 -.01047 .40970.03808 06800 80604 0495 65698
.53283 -.30233 -.01548 .21177
.48610.34167 .55998 .01383 .1495
4 .45773.61445 .20057 -.12249
.15643 .46367-.04879 .01442 .80359
-.08294 .66112.45733 .00347 .10377 1169 22344
1.80027 1.48077 1.21488 1.09435 8.54582












































表 9 満足 ･不満と生き方意識の関連 (男性)
表9-1 ｢1.2自分の将来に役立っ｣と ｢自己向上意欲｣
1.2自分の将来に役立っ ケース数 平均 標準偏差
なし 109 .0901
あり 35 -.2834
t値 2.61 df-107.9 p<.05
表9-2 ｢9.1人間 ･人間関係における不満｣と ｢モデル的人物志向｣
9.1人間 ･人間関係 ケース数 平均 標準偏差
なし 92 .0711 1.024
あり 22 -.4112 .731
t値 2.55 df-43.13 p<.05
表9-3 ｢9.1人間 ･人間関係における不満｣と ｢自己中心的 ･無目的｣
9.1人間 ･人間関係 ケース数 平均 標準偏差
なし 92 .0112 .929
あり 22 -.4769 .871
t値 2.24 df-112 p<.05
表9-4 ｢9.2講義等における不満｣と ｢自己中心的 ･無目的｣
9.1講義における不満 ケース数 平均 標準偏差
なし 81 -.2053
あり 33 .2172









表10 満足 ･不満と生き方意識の関連 (女性)
表10-1｢2 学問 ･研究に目覚める｣と ｢シニシズム的感覚｣
2 学問 ･研究に目覚める ケース数 平均 標準偏差
なし 160 -.0866 1.032
あり 218 .1509 .948
t値 -2.34 df-376 p<.05
表10-2｢9.1人間 ･人間関係における不満｣と ｢まわりに生かされる自分｣
9.1人間 ･人間関係 ケース数 平均 標準偏差
なし 262 .0388 .988
あり 35 -.4199 1.012
t値 2.57 df-295 p<.05
表10-3｢9.1人間 ･人間関係における不満｣と ｢モデル的人物志向｣
9.1人間 ･人間関係 ケース数 平均 標準偏差
なし 262 -.0449 .969
あり 35 .3466 .928
t値 -2.28 df-295 p<.05
そのほかにも男女で同じような因子が抽出されているが､ここに挙げなかったものは､満足､不満と関連が見ら
れない｡つまり､生き方意識と性別との両方が満足､不満に影響を与えているのであろう｡
注
(1) 自由回答から導き出された以下の1から9までのカテゴリー は､すでに発表されている､
梶田叡一､1995年､｢大学生は講義 ･演習等の何に満足し､何に不満なのか｣『京都大学高等教育研究』第1号､54-
58貢
に用いられているものと基本的には同じである｡ただし､本論ではカテゴリー ごとに数量化して分析を進めていく
ため､細かいサブカテゴリー は最小限にとどめた｡そのため､梶田の用いた2から5までのサブカテゴリー は本論
では用いず､9のサブカテゴリーも統合して用いている｡
(2)池田市と松本市の調査の結果については､梶田叡一､1990､『生き方の心理学』有斐閣､158-174貢を参照｡
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